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心豊かに 

たくましく 

創造力溢れる生徒

「古都巡礼、青春全開」をテーマに、

４月26日から28日にかけて、奈良・京都

への修学旅行を実施いたしました。

初日の奈良では、春日大社や二月堂、

大仏殿を巡りました。教科書で見ていた

大仏を目の当たりにした生徒たちは、そ

の圧倒的な大きさに言葉を失うほど驚い

ていました。また、奈良公園では鹿に囲

まれて賑やかに過ごすなど、古都の洗礼

を受ける微笑ましい一幕もありました。

２日目の京都班別自主見学では、慣れ

ない公共交通機関を駆使して目的地を目

指しました。混雑するバスや予定通りの

乗り継ぎができないといった、教室では

得られない「生きた経験」を通して、仲

間と協力し、臨機応変に判断する大切さ

を学んだようです。

最終日は清水寺や伏見稲荷大社を参拝

し、名残惜しさを感じながら古都をあと

にしました。３年生だけの最初で最後の

宿泊行事となりましたが、この３日間で

深めた仲間との絆は、今後の学校生活に

おける大きな糧となることでしょう。一

回り大きく成長した生徒たちの姿を、ぜ

ひ温かく見守っていただければ幸いです。
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古都に学び、仲間の絆を深めた三日間 〜修学旅行を終えて〜

感性を磨く、長谷の良さを見つけて  ― 写生会を実施しました ― 

５月１９日（火）写生会を行いました。１年生は常福寺の厳かな空気の中で「歴史ある場所に咲く

花」を、２年生は熱田神社の境内で「光と影の効果」を意識しながら、地域の魅力を再発見するひとと

きを過ごしました。３年生は、３年間の思い出がつまった校舎を「印象派風」に表現するという高度な

課題に挑戦しました。じっくりと対象と向き合う時間は、何物にも代えがたい学びの場となりました。

完成した作品は、後日「三峰の時間」で披露されます。生徒たちの感性が響き合う鑑賞会になることを

期待しています。



○ １日（月） お弁当の日

○  ２日（火） 血液検査

○  ４日（木） 民生児童委員との懇談

長谷学区地域支え合いの会

○ ５日（金） 中体連壮行会

○ ７日（日） テニス個人戦１日目

○ １３日（土） テニス個人戦２日目

○ １６日（火） 眼科検診

○ １７日（火） 参観日（給食試食会、PTAスポーツ交流会）

○ ２３日（火） ふれあい訪問（サンハート美和）

○ ２４日（水） 一学期期末テスト、３年総合テスト②

○ ２５日（木） 人権教育講演会

○ ２７日（土）、２８日（日）テニス団体戦

○ ２９日（月） 計画休業日

６月の長谷中学校の予定

長谷中生の ｢今｣ は、

長谷中 ホームページ から

「長谷中」 で 検索

受け継がれるコートに、
感謝を込めて

唐辛子栽培へのご協力のお願い

春の「Ｆｌｏｗｅｒコンサート」ご来場ありがとうございました

５月２３日（土）、恒例の春の「Ｆｌｏｗｅｒコンサート」が中学校体育館で開催されました。音楽

部による『世界に一つだけの花』『ＰＲＧ』『愛をこめて花束を』『３月９日』の美しい演奏に加え、

３年生による力強い太鼓演奏が披露されました。また、職員も歌や演奏に参加するなど、会場は終始暖

かな雰囲気に包まれました。多くの皆様に笑顔で温かい拍手をいただき、生徒たちも大きな達成感を得

ることができました。

ご多用の中、たくさんの皆様にご来場いただき、心より感謝申し上げます。

本校では、長谷の特産品である「長谷の太陽」などのラー油シリーズの原料となる唐辛子を、伝統

的に栽培し続けています。今年度も「地域とともにある学校」を目指し、長谷中生だけでなく、地域

の皆様と手を取り合ってこの大切な唐辛子を育てていきたいと考えております。つきましては、下記

の日程で唐辛子の苗を配布いたします。ご自宅の畑やプランターなどで、生徒たちと一緒に栽培を楽

しんでいただけませんか。秋に収穫した際、その一部を学校へお持ち寄りいただけますと、製品化へ

の大きな力となります。

○配布期間： ６月１日（月）〜 ６月26日（金）

○配布場所： 長谷中学校 メイン花壇裏の芝生スペース

○備 考： 期間中、ご都合のつく時間に自由にお持ちください。

 苗の数に制限はございません。

お誘い合わせの上、ぜひご協力をお願いいたします。長谷の豊かな実り

を、地域の皆様とともに分かち合えることを楽しみにしております。

多くの先輩方が汗を流してきたテニスコート。そこ
には、校務技師の登内先生が何度もローラーを
かけ、日々丁寧に整えてくださっている姿があり
ます。保護者や地域の皆様の温かな支えの中で、
今年の3年生もいよいよ最後の大会を迎えます。
このコートで磨き上げた「心と技」のすべてを出し
切り、悔いのない戦いをしてくれることを願ってい
ます。生徒たちの挑戦に、どうぞ温かいご声援を
お願いいたします。
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